
高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）

〔国内の状況〕
○ 令和８年３月13日現在、14道府県21事例が発生し、

約506万羽が殺処分の対象となっています。

○ 道内での発生は、次の４事例です。
（令和７年）
・10月22日 白老町 採卵鶏 45.9万羽
・11月 2日 恵庭市 採卵鶏 23.6万羽
・12月29日 由仁市 採卵鶏 0.6万羽
（令和８年）
・ 3月 5日 安平町 肉用鶏 18.8万羽

○ 野鳥における高病原性ウイルスの検出は、10月15日
（苫小牧市：オオタカ）以降、現在道内で57事例が
確認されています。

野鳥で多数確認

出典 農林水産省HP（３月１３日現在）

〔養鶏場で特に気をつけること〕

① 早期発見・通報 早めの気づきが被害の拡大を防ぎます。
死亡羽数の増加・元気や食欲の低下・産卵率の低下 など、異常を感じたら、
すぐに家畜保健衛生所へ連絡してください。

② 消毒・衛生管理 人や物品の移動によるウイルスの侵入を防ぎましょう。

靴底・手指の消毒、作業車両や器具の消毒、鶏舎周辺の清掃と整理整頓など、
基本的な衛生管理を、従業員の皆様で徹底しましょう。

③ 野生動物対策 鶏舎はあたたかく餌があるため、野生動物が狙う場所です。

防鳥ネットの点検や補修、野生動物が近づかない環境づくり（鶏舎周囲の除草で
隠れ場所を減らす）により、野生動物の鶏舎への侵入を防いでください。

異常を感じたら、早い通報をお願いします！
日々の衛生管理と迅速な対応が、地域全体の養鶏場を守ります。
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１．越境性動物疾病に厳重警戒！

○ 道内では、令和８年１月、野生のタヌキやテンの死体からも高病原性のウイルス
が検出されるなど、養鶏場への侵入リスクが高い状況が続いています。



パイルアップ･･･豚房の隅で身体を寄せ合う状態

豚熱（CSF）

パイルアップ

平成30年に国内の発生が確認されて以降、令和８年３月13日時点で102事例
（182農場、6関連施設）の発生が確認され、約４３万９千頭が殺処分の対象となり
ました。

また、野生イノシシの豚熱感染は、隣接する青森県でも確認されるなど全国に拡大
しており、北海道を除く46都府県がワクチン接種推奨地域（野生イノシシから豚等
への感染リスクが高く、農林水産省が指定した地域）に指定されています。

北海道では、豚熱ワクチン接種地域からの生きた豚、精液等の導入が制限されてい
ますので、引き続き、持ち込まないようお願いします。

北海道には野生イノシシは生息しておりませんが、人・車両・物品の移動によっ
てウイルスの侵入が起こり得ることを念頭に、本病の侵入防止・まん延防止のため、
飼養衛生管理基準の遵守徹底をお願いします。

また、本病は特徴的な病変がないため、日頃の衛生管理や看視を徹底し、豚群に
異状が見られた場合は、速やかに獣医師や家畜保健衛生所に連絡してください。

（写真提供：岐阜県）



アフリカ豚熱（ASF）

アフリカ豚熱は、発熱や全身の出血性病変が特徴の致死率の高い伝染病です。有効
なワクチンや治療法はありません。

アジア地域では 平成30年に中国で初めて確認されて以降、急速にまん延し、翌31
年には韓国、令和６年 10月には台湾で初となる発生が確認されており、現在アジア
地域で発生していない国は日本のみとなっています。韓国・釜山では野生いのししの
間で感染が拡大し、飛行場や船着場の近くでも発生しています。

また、アフリカ、ヨーロッパにおいても常在化しています。
我が国では、中国をはじめアジア各地の本病発生国からの旅客により、国内の空港

に持ち込まれた食肉加工製品等から本病ウイルスが確認されており、人や物の移動に
伴って侵入するリスクが非常に高くなっています。

引き続き、農場関係者以外の立入を禁止するとともに、農場に入る際の人・車両・
資材の消毒等、飼養衛生管理 を徹底するようお願いします。

また、国際郵便物の中に違法に肉製品が含まれていた事例も発生していますので、
農場に外国人技能実習生等がいる場合は、自国から肉製品を取り寄せないよう、改め
て指導をお願いします。 



口蹄疫（FMD）

日本は本病の清浄国ですが、
ウイルスの侵入リスクが高
まっています。

韓国では、令和８年１月30
日に９か月ぶりに、北西部の
仁川の牛飼養農場で、口蹄疫
が発生しました。

今回の発生を受け、発生農
場や周辺農場での緊急的な防
疫措置が講じられていますが、
今後、感染が拡大していく可
能性があります。

今般、訪日外客数が増加すると想定され、本ウイルスの侵入リスクが非常に高
まっています。日本で二度と口蹄疫を発生させないよう、牛や豚などの偶蹄類を飼
養する皆様は、飼養衛生管理基準を遵守し、防疫対策を徹底してください。

口蹄疫を疑う症状（特定症状）を見つけたら･･･

39.0℃以上
に発熱

鹿以外で 次のいずれかを呈し
・泡沫性流涎
・跛行
・起立不能
・泌乳量の大幅な低下

又は泌乳停止

口腔内、口唇、
鼻腔内、鼻部、蹄部、
乳頭又は乳房に、
・水泡
・びらん
・潰瘍 または 瘢痕

症状 ①

かつ かつ

同一の家畜舎または畜房内で、
口腔内等に水泡等を呈している家畜が複数頭いる場合。

症状 ②

哺乳畜の半数以上が、同一の畜房内で過去２日以内に死亡した場合。
ハッチなど一頭飼いの場合は、隣接する畜房において
複数頭の哺乳畜が過去２日以内に死亡した場合。

（設備の故障、急激な気温の変化、災害など、原因が明らかな場合を除きます）

症状 ③

次の①～③いずれかの状態を確認した場合、夜間休日を問わず
家畜保健衛生所に電話をしてください。

対象家畜：牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、豚、いのしし（マイクロブタ、いのぶた）



発生状況

本病は、過去に全国規模の流行がみられており、近年では気候の変化などに
より東北地方や北海道でも散見されます。

北海道では、毎年、アカバネ病のサーベイランスを実施しています。

渡島管内の令和７年度のサーベイランス成績は、２公共牧場25頭（延べ
100頭）について実施し、全頭陰性（抗体価２倍未満）でした。

対 策

媒介昆虫の活動が活発になる前に、妊娠牛、繁殖予定牛を対象にワクチン接種
をします。流産の多発や奇形（間接湾曲、大脳欠損）を伴う流産が発生した場合
には、獣医師に相談し病性検定を受検してください。

ウシヌカカ

アカバネ病とは・・・

アカバネウイルスを原因とする、牛、水牛、めん
羊、山羊の届出伝染病です。

アカバネ病ウイルスはヌカカによって媒介されま
す。母牛は無症状で経過しますが、妊娠初期に感染
すると流産、中期では関節湾曲、後期では水無脳症
（大脳欠損）を発症することがあります。

本年度は、家畜伝染病予防法第5条に基づく定期検査として、以下の検査を実施
し、全ての検査で陰性を確認しました。

御協力いただいた飼養者の方々及び関係機関の皆様には深く感謝いたします。

検査項目 市町 検査時期 検査頭数(群数) 検査結果

牛のヨーネ病

北斗市 ５月～６月 312頭

全頭陰性
松前町（種雄牛） 5月 １頭

鹿部町（種雄牛） 5月 ６頭

八雲町 9月～１月 1,226頭

腐蛆病

函館市
七飯町
森町
八雲町
長万部町

7月～9月 327群 全群陰性

２．アカバネ病について

３．令和７年度定期検査の結果について



6月 7月 ８月 9月

管内A農場 30 80 55 89

B農場 80 100 100 77

C農場 - 10 - 40

渡島管内には8つの公共牧場があり、渡島家保では毎年3つの公共牧場において、
抽出牛の臨床検査、小型ピロプラズマ原虫検査等を実施しています。R7年の検査の
結果、小型ピロプラズマ原虫の寄生度が高く、それに伴って貧血を呈している牛も
多く見られました。

小型ピロプラズマ原虫の寄生度（％）

小型ピロプラズマ対策はマダニ対策です！
放牧期間が始まる前に対策を立てましょう

① 牛への管理
牛体へ殺ダニ剤を塗布⇒ ピロ保有マダニからの感染防止

牧区内のマダニを減らす
② 草地の管理
草地更新、3年以上の休牧⇒ 牧区内のマダニを減らす
牧区外周の除草⇒牧区外から牧区内へのマダニの侵入阻止
野生動物（シカなど）の侵入を防ぐ

成分名 作用

フルメトリン
体表に２週間くらい残る
薬に接触したマダニが即効性に死ぬ

エトキサゾール
体表に２週間くらい残る
薬に接触したマダニは脱皮・孵化できない

イベルメクチン
体内へすぐ吸収
マダニは吸血中に落下
消化管内寄生虫が死ぬ

ペルメトリン
耳標タイプの外部寄生虫駆除剤
全身をカバーするのは難しい

吸血する前に

吸血するが

４．放牧衛生 ～今のうちからピロ対策を！～

適切な駆虫薬を
正しい駆虫プログラムで！



５．定期報告書の提出について

〔対象動物〕

・牛、水牛、鹿、めん羊、山羊
・馬
・豚（マイクロブタ、ミニブタ、イノブタを含む）、いのしし
・鶏（ウコッケイ、チャボ、シャモなどを含む）、うずら、

あひる（アイガモ、マガモ、ガチョウ、フランスガモを含む）、
きじ（ヤマドリ含む）、だちょう、エミュー、ほろほろ鳥、七面鳥

・定期報告書の未提出は罰則の対象になります。

・定期報告の情報は、口蹄疫、豚熱、高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染
病の発生に備えた防疫計画の作成に必要不可欠であり、家畜伝染病が発生した
際には、周辺農場や家畜関連施設を把握し、地域でのまん延を防止するために
活用される重要な報告です。
未報告の内容などがあれば、初動対応の遅れにもつながりかねません。

・補助金助成事業（ヨーネ病の自主検査・自主とう汰、牛伝染性リンパ腫及び
牛ウイルス性下痢の対策、畜産クラスター等）の申請においても、
定期報告書の提出など、関係法令遵守が前提となっております。

・詳しくはお住まいの地域の役所・役場の畜産担当者へお問い合わせください。

〔提出期限〕
・対象動物が家きん以外 ： 令和８年（2026年）４月15日（水）
・対象動物が家きん ： 令和８年（2026年）６月15日（月）

次の対象動物の所有者は、家畜伝染病予防法の定めるところにより、
毎年２月１日現在の飼養衛生状況等を報告する義務があります。

動物の数が１頭（羽）でも、愛玩（ペット）用に飼っている場合でも、定期報告書
を毎年提出しなければなりません。



所長 横 田 高 志

次長 開 理 奈

ＢＳＥ検査室長 伊 藤 史 恵

主査（危機管理） 吉 田 聡 子

指導専門員 吉 田 清

専門員 多 田 規 子

専門員 青 山 明 奈

北海道渡島家畜保健衛生所 渡島家畜保健衛生所ＢＳＥ検査室

〒041-0824

函館市西桔梗町555番地13

☎0138-49-5444

FAX：0138-49-5446

〒049-2306

茅部郡森町字姫川120番地29

☎01374-2-6611

FAX：01374-3-2400

【ホームページURL】
http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ds/khe/index.htm

【夜間（17:30～翌8:45）及び土・日・祝日の緊急連絡先】

☎ 0138-47-9400（渡島総合振興局（代表））

→ 閉庁時間は警備スタッフが対応します。

「家畜伝染病に関すること」とお伝えください。

６．令和７年度職員体制 及び 緊急連絡先


